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「“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市」の実現に向けて
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鈎0824―73―1128

企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

長期総合計画と
実施計画の変更を審議

平成18年度第2回地域審議会

野原会長から滝口市長に答申書を提出

東城地区

基本計画(案)で示す主な目標指標

庄原市長期総合計画に
ついて答申

指標項目 単　位 現状（Ｈ17） 目標（Ｈ27） 備　考

長期総合計画は、今後、議会議決を経て完成となります。

審議経過・会議資料については、市ホームページに掲載しています。
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定員適正化計画
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(平成17年4月1日現在)を除く。）

市税の収納率（現年分）
（市民税、固定資産税、軽自動車税、た
ばこ税、鉱産税、入湯税の合計）

入込み観光客数（年間）

農家1戸当りの生産農業所得額（年間）

リサイクル率（全体）

元気な高齢者の割合

医師１人当たりの人口

児童生徒の基礎学力調査の※通過率

※通過率とは、正答者数を調査対象者
　数で割った百分率のこと。
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年度別事業費総括表（変更後の実施計画）一般会計・普通建設事業
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実施計画の主な変更事業
①新規事業
●地域内除雪機械整備事業（全域）
　＝18～19年度で各自治振興区へ除雪機械を整備。
　総事業費：１億500万円
②延期事業
●総合福祉保健センター整備事業（庄原）
　＝18年度で整備を計画計上していましたが22年度以
　降に延期。
　総事業費：10億8,500万円
●里山総合整備事業（総領）
　＝19～21年度で灰塚ダムの周辺に温泉宿泊施設・農家

　レストラン・散策道などの整備を計画計上していました
　が、収支計画など、詳細な事業の検討が必要なため22年
　度以降に延期。
　総事業費：5億5,200万円

　変更計画に関しては、総領地区を除く6地区から、「適当
と認める」旨の答申が出されましたが、総領地区では、「他
地域との均衡が図られていない」などの理由により「認め
がたい」との答申となっています。
　今回の答申・意見なども踏まえて、毎年度、必要性・緊急
性などの事業評価と全域的な視点をもって見直しを行い
ます。

実施計画の変更に対する主な意見
●厳しい財政状況ではあるが、掲載された事業については、
　計画どおり確実に執行していただきたい。
●平成22年度以降に延期された総合福祉保健センター
　整備事業(庄原)については、できるだけ早期に実施計画
　への計上を検討すること。

●全域事業、地域事業とも経済的効果を生み出す施策が
　展開されていない。地域を創っていくための事業を議
　論のうえ厳選する必要がある。
●総領の地域事業については、変更後の額と当初計画額との
　比率が、他地域に比べて突出して低くなっている。他地域
　との均衡が取れた数値とされるよう強く要望する。

＊会議資料・審議経過につきましては、市ホームページへ掲載しています。　

　平成18年度第２回の地域審議会が10月下旬から11月
上旬にかけて市内７地区で開催されました。
　審議会では、平成17年度の事業実績について報告するとともに、長期総合計画の基本構想(案)・基本計画(案)と
平成17年度から５年間の具体的な事務事業をまとめた第１次実施計画の平成18年度変更計画(案)を諮問し、審
議が行われました。

　市は、各団体の代表者や学識経験者、市民など、合計25人
で構成する長期総合計画審議会（会長・野原建一県立広島
大学教授）を設置し、本市まちづくりの最上位計画となる
長期総合計画に関する審議を行いました。

※専門部会は、審議会委員が分野別に集中審議を 
　行う組織で、総務地域振興・環境建設・教育民生
　の３つの部会で構成。
※基本計画は、基本構想で示す「将来像」を実現す
　るための５つの政策と重点戦略プロジェクトに
　ついて、それぞれの現状と課題を明らかにし、具
　体的な施策を示すもの。また、基本計画の中では、
　具体的な10年後の目標値を設定。

■第４回審議会（10月17日）

　「基本構想の修正(案)」と専門部会 でまとめた「基本

計画  （案）」について、事務局から説明しました。

　委員からは、「市税収納率の向上を望む」「農林業振興

に向けた、積極的な施策推進を要望する」「ゴミ分別の

細分化をはじめ、リサイクル率の向上に努めてほしい」

などの意見が出されました。

■第５回審議会(11月20日)

　前回の審議会や各地区地域審議会での意見・提案に

ついて、事務局から回答及び対応案を説明しました。

　委員からは、「若い世代が住みやすい環境づくりをは

じめ、定住対策の推進を望む」「財政状況が厳しい中で

はあるが、市民生活の向上策を速やかに実施していた

だきたい」などの意見が出されました。

■答申(11月20日)

　これまでの審議会で取りまとめられた基本構想・基

本計画の最終案が、野原会長から滝口市長へ「庄原市長

期総合計画に関する答申書」とともに提出されました。

　野原会長は答申にあたって、「長期総合計画の趣旨と

内容を広く市民の皆さんにお知らせし、理解と協力の

もと、将来像である『"げんき"と"やすらぎ"のさとやま

文化都市』の実現に取り組まれることを期待します」と

の総括意見を付されました。

　滝口市長は、「審議会委員の長期間にわたる熱心な議

論にお礼を申し上げます。市民の皆さんと力を合わせ、

計画的なまちづくりを推進します」と感謝と決意を述

べました。

基本構想（案）・基本計画（案）に対する主な意見
●自治振興区(協働の視点)に関する項目を積極的に盛り込まれたい。
●農業自立振興プロジェクトの充実と具体的な取り組みを強く望む。
●観光交流の振興が期待されているが、この地域の食文化の利活用についても記述が必要である。
●「担い手の確保・育成」の項目は最重要課題であり、特記されたい。

　実施計画は、新庁舎建設などの全域事業と、旧市町において、重要・緊急案件としていた道路整備
などの地域事業を整理したもので、変更後の総事業費は約227億円（一般会計・普通建設事業）とな
っています。厳しい財政状況により起債発行額を抑制するなどの見直しを行いました。

（単位：千円）

長期総合計画

実 施 計 画

※

※長期総合計画基本構想・基本計画に関しては、下記の意見が付され、「適当と認める」旨の答申が出さ
れました。




